
 

（第２号様式）   
令和４年４月 28日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立神奈川総合高等学校長  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒個々の学びを
深め進路実現を図る
教育課程を編成し、
学習意欲と学力を向
上させる。 
 
 
 
②カリキュラム・マ
ネジメントを推進
し、協働的に課題発
見・解決できるグロ
ーバルリーダーを育
成する。 
 
③特別活動等を通し
て主体性、社会性、
協働性、創造力等の
育成を図る。 
 

①指導と評価の一
体化を推進し、生
徒の学習意欲を向
上させ、課題発
見・解決能力を育
成する。 
 
 
②学校行事や校外
学習を通して企画
力、社会性、協働
性等を育成する。 
 
 
③総合的な探究の
時間と各教科の連
携を図り、外部資
源を利用しながら
課題解決能力の育
成を図る。 

①指導と評価につ
い て の 研 修 を 行
い、年間指導計画
及び単元と指導と
評価の計画の作成
並びに授業での実
践に生かす。 
 
②各教育活動の目
的等を適切に定め
多角的に計画・実
行する。 
 
 
③問いを立てる視
点と教科横断的で
多角的な視野を意
識させることによ
り、総合的な探究
の時間及び各教科
の連携と授業改善
を図る。 
 

①指導と評価の一体
化を意識した授業づ
くりを通して、生徒
の学習意欲及び課題
発見･解決能力は向
上したか。 
 
 
②特別活動等におい
て企画力、社会性、
協働性を育成できた
か。 
 
 
③課題解決に向けた
生徒の意識は醸成で
きたか。 
 

     

２ 
生徒指導・
支援 

・生徒指導・支援の
組織的取組を推進
し、たくましく生き
る力の育成を図る。 
 
 
 
 
 

①学校生活をはじ
め、社会との関わ
りの中で他者尊重
の心や判断力及び
行動力の伸長を育
む教育活動を充実
させる。 
 
 
 
 
 
②安心・安全で意
欲的に学校生活が
送れるよう、教育
相談体制の充実を
図る。 
 

①授業や部活動、
学校行事等を通し
て協働性を高め、
適切な判断や主体
的な行動がとれる
よう自覚を促す。 
 
 
 
 
 
 
②積極的な情報共
有と生徒個々の状
況に応じたケース
会議の開催などに
よ り 、 学 年 団 、
SC、SSW との連携
を密にした体制を
整え、組織的な生
徒指導・教育相談
を実施する。 

①授業や部活動、学
校 行事等を通して
主体的な取組ができ
たか。また、活動に
充実感や自信を持つ
ことができたか。
（生徒による授業評
価、学校生活アンケ
ート） 
 
 
 
②状況に応じた会議
の 開催や組織的な
対応ができたか。
（担当者による評
価） 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導・
支援 

 
 
 
 
 
 
 
様々な教育活動をと
おして、生徒が主体
的に進路目標を定め
実現していく力を育
成する。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
生徒の主体的な進
路実現に必要な情
報の提示や活動の
支援を組織的に行
う。 

①進路行事を時期
や内容を考慮し、
効果的に展開し、
生徒の発達段階に
応じた情報の提示
や支援を行う。 
・年次団との連携
を強化し、生徒に
必要な進路情報や
支援を行う。 
・教科指導とも連
携し、外部ツール
をより積極的に活
用し、生徒の学力
定着を図る。 
②卒業生と未来を
語る会、学問を知
るための講座など
を通して、生徒が
生涯学び続ける意
欲を涵養する。 
・進路行事後にキ
ャリアパスポート
等を活用し、生徒
の 変 容 を 把 握 す
る。 

①進路行事の時期や
内容は進路実現に対
し、効果的であった
か。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②進路行事の後で、
生徒の進路実現に対
する意識や態度は変
化したか。 

     

４ 
地域等との
協働 

①教育資源を活用
し、未来社会を切り
拓くための資質・能
力を育成する。 
 
 
②家庭、地域社会等
との連携・協働によ
り、持続可能な社会
の創造を図る。 

①総合的な探究の
時間やグローバル
行事等で外部資源
を活用する。 
 
 
②少しでもコロナ
禍以前の教育に還
元できる活動や支
援をパートナーズ
と連携して実現を
目指してゆく。 

①総合的な探究の
時間のフィールド
ワークやミニスタ
ディツアーなどの
行事で外部との連
携を図る。 
 
②学校行事等にも
積極的に参加して
いただき保護者や
外部の支援を信頼
し、生徒が積極的
に活動できるよう
にする。 

①授業や行事を通し
た外部資源の活用に
より、生徒の課題意
識を醸成できたか。 
 
 
 
②学校行事等でコロ
ナ禍以前と比較し、
保護者や外部が来校
できるようなり、ど
のような効果があっ
たか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①社会の変化に対応
し、柔軟かつ迅速に
教育課題に取り組
み、社会に開かれた
教育課程の実現を目
指す。 
 
 
②教育計画とのバラ
ンスを図り、教員の
働き方改革を進め
る。 

①学校運営協議会

の部会の活動の活

性化を図る。 

 

 

 

 

②ＩＣＴ活用やホーム

ページの充実と改善を

通して、学校およびパ

ートナーズの活動の活

性化と私費の適切な還

元を進めるとともに今

後の年間教育計画を見

直す。 

①ハイブリッド開
催など日程や方法
の調整を行い、社
会状況に合わせた
開催を工夫する。 
 
 
 
 
②オンライン授業
の保証や、懇談会
や説明会等々の密
になりやすい場面
での開催方法を工
夫するなど、社会
変化に応じた広報
および教育活動の
充実を図るととも
に、行事の精選と
私費の活用の在り
方 を 考 察 し て ゆ
く。 

①部会の活動を活性
化させ、社会に開か
れた学校作りが進ん
だか。 
 
 
 
 
 
②ＩＣＴの活用をさ
らに進めることで、
より良い教育環境を
作り出して行けた
か。 

     

 


